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Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が
や
っ
て
く
る
！

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
（「
先
進
国
首
脳
会
議
」）
が
〇
八
年
七
月
に
北
海

道
・
洞
爺
湖
畔
で
開
か
れ
る
。
こ
れ
を
知
っ
て
、
市
民
の
側
で
何
か
し
な
け
れ
ば
と
仲
間

と
相
談
を
し
始
め
た
の
が
五
月
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
に
、
東
京
で
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
も
、
北
海
道
で
の
協
力
団
体
を
探
し
て
い

る
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
一
緒
に
な
っ
て
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
（
以
下
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
準
備
会
が
つ
く
ら
れ
た
。

七
月
一
日
に
、
ド
イ
ツ
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
サ
ミ
ッ
ト
を
準
備

し
た
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
を
招
い
て
「
ド
イ
ツ
・
サ
ミ
ッ
ト
報
告
会
」
を
開
き
、

サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
市
民
側
の
動
き
方
を
少
し
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月

た
っ
て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
は
三
つ
。
一
つ
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
に
す
る
こ

と
。
こ
れ
ま
で
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
膨
大
な
予
算
と
過
剰
な
警
備
の
下
で
行
な
わ
れ
た
市
民

と
は
無
縁
の
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
気
持
ち
で
あ
る
。

第
二
は
、
北
海
道
（
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
＝
人
間
の
住
む
静
か
な
大
地
）
の
問
題
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
議
論
す
る
こ
と
。
北
海
道
の
歴
史
を
考
え
た
時
、
こ
こ
は
環
境
や
開
発
、

平
和
、
人
権
の
問
題
を
話
し
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
主
義
を
根
底
か
ら
考
え
る
の
に
最

も
適
し
た
場
で
は
な
い
か
。
日
本
と
い
う
国
家
が
で
き
て
す
ぐ
、
こ
の
島
は
植
民
地
と
な

り
、「
深
山
土
地
が
、
幽
谷
、
人
跡
未
踏
の
地
」
以
外
の
全
て
の
地
が
私
有
制
度
の
下
に
置

か
れ
、
徹
底
し
た
開
発
主
義
が
と
ら
れ
、
資
源
が
奪
わ
れ
た
。
こ
の
開
発
主
義
を
根
底
か

ら
問
い
直
し
、
一
〇
〇
年
後
を
見
据
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
考
え
る
中
で
北
海
道

と
い
う
島
の
未
来
を
語
り
た
い
。

第
三
は
、
北
海
道
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
緒
に
活
動
し
、「
市
民
の
声
」
を
サ
ミ
ッ

ト
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
、
農
民
団
体
、
労
働
組
合
、
協
同
組
合
な

ど
が
領
域
を
超
え
て
力
を
あ
わ
せ
て
、
民
衆
の
存
在
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
い
。

こ
の
三
つ
の
目
的
が
実
現
で
き
る
か
。
私
た
ち
は
来
年
の
七
月
を
め
ざ
し
て
走
り
始
め

た
。
〇
八
年
七
月
第
一
週
は
、
札
幌
市
内
の
い
ろ
ん
な
所
で
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
環
境
問
題
、
平
和
、
人
権
、
貧
困
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た

り
、
行
動
し
た
り
す
る
場
が
で
き
る
は
ず
だ
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
越
田
清
和
／
ほ
っ
か
い
ど
う
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
）

イ
ン
ド
洋
給
油
・
呉
と
米
軍
再
編
・
岩
国
か
ら

呉　
で　
は　
、　
二　
〇　
〇　
一　
年　
一　
一　
月　
二　
五　
日　
以　
降　
、　
テ　
ロ　
特　
措　
法　
に　
基　
づ　
き　
海　
上　
自　
衛　
隊　

が　
ア　
ラ　
ビ　
ア　
海　
へ　
と　
派　
兵　
さ　
れ　
続　
け　
て　
き　
た　
。　
こ　
の　
テ　
ロ　
特　
措　
法　
に　
基　
づ　
く　
海　
上　
自　
衛　

隊　
の　
派　
兵　
の　
中　
心　
を　
担　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　
呉　
と　
佐　
世　
保　
と　
い　
う　
二　
つ　
の　
港　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　

二　
つ　
と　
も　
が　
被　
爆　
県　
に　
あ　
る　
港　
で　
あ　
る　
。　『　
過　
ち　
は　
繰　
り　
返　
し　
ま　
せ　
ぬ　
か　
ら　
』　
と　
誓　
い　

続　
け　
て　
き　
た　
ヒ　
ロ　
シ　
マ　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
が　
行　
う　
戦　
争　
に　
加　
担　
し　
続　
け　
て　
き　
た　
こ　
と　
に　
対　

し　
、　
こ　
れ　
以　
上　
加　
担　
し　
続　
け　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
思　
い　
か　
ら　
、　
呉　
海　
自　
か　
ら　
の　
派　
遣　

以　
降　
、　
立　
場　
を　
超　
え　
結　
集　
し　
て　
共　
同　
行　
動　
を　
し　
て　
き　
た　
「　
ヒ　
ロ　
シ　
マ　
・　
ピ　
ー　
プ　
ル　
ズ　
声　

明　
」　
を　
再　
結　
成　
し　
、　
テ　
ロ　
特　
措　
法　
の　
延　
長　
に　
反　
対　
し　
、　
給　
油　
新　
法　
を　
作　
ら　
せ　
な　
い　
と　
い　

う　
広　
島　
市　
民　
の　
声　
を　
政　
府　
に　
届　
け　
よ　
う　
と　
活　
動　
を　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
よ　
う　
な　
中　
で　
、　
テ　

ロ　
特　
措　
法　
に　
基　
づ　
き　
ア　
ラ　
ビ　
ア　
海　
へ　
派　
兵　
さ　
れ　
て　
い　
た　
は　
ず　
の　
補　
給　
艦　
「　
と　
き　
わ　
」　
が　

二　
〇　
〇　
三　
年　
二　
月　
二　
五　
日　
に　
米　
補　
給　
艦　
「　
ペ　
コ　
ス　
」　
に　
給　
油　
し　
そ　
の　
ペ　
コ　
ス　
か　
ら　
米　
駆　

逐　
艦　
カ　
ウ　
ペ　
ン　
ス　
と　
空　
母　
キ　
テ　
ィ　
ー　
ホ　
ー　
ク　
へ　
と　
給　
油　
さ　
れ　
、　
三　
月　
二　
〇　
日　
の　
イ　
ラ　
ク　

攻　
撃　
に　
参　
加　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
明　
ら　
か　
と　
な　
っ　
た　
。　
一　
〇　
月　
二　
一　
日　
に　
は　
原　
爆　
ド　
ー　
ム　
前　
で　
の　
集　
会　

を　
行　
う　
予　
定　
で　
あ　
る　
。　
一　
〇　
月　
八　
日　
に　
は　
ピ　
ー　
ス　
リ　
ン　
ク　
と　
し　
て　
ア　
ラ　
ビ　
ア　
海　
へ　
の　
派　
兵　
六　
年　
目　
に　

あ　
た　
り　
、　
呉　
の　
海　
上　
自　
衛　
隊　
潜　
水　
艦　
桟　
橋　
か　
ら　
平　
和　
船　
団　
を　
行　
っ　
た　
。　
ち　
ょ　
う　
ど　
一　
〇　
月　
六　
日　
〜　
七　

日　
に　
岩　
国　
に　
お　
い　
て　
「　
米　
軍　
再　
編　
・　
基　
地　
強　
化　
と　
闘　
う　
全　
国　
連　
絡　
会　
」　
の　
第　
２　
回　
総　
会　
が　
行　
わ　
れ　
て　

お　
り　
、　
そ　
の　
参　
加　
者　
の　
有　
志　
も　
こ　
の　
平　
和　
船　
団　
に　
参　
加　
し　
て　
く　
だ　
さ　
り　
、　
自　
衛　
隊　
の　
艦　
船　
や　
ち　
ょ　
う　

ど　
出　
港　
し　
て　
い　
く　
と　
こ　
ろ　
の　
ニ　
ュ　
ー　
ジ　
ー　
ラ　
ン　
ド　
海　
軍　
の　
艦　
船　
の　
す　
ぐ　
そ　
ば　
ま　
で　
ゴ　
ム　
ボ　
ー　
ト　
を　
近　

づ　
け　
、　
自　
衛　
官　
た　
ち　
に　
直　
接　
「　
海　
外　
派　
兵　
を　
こ　
れ　
以　
上　
続　
け　
な　
い　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。　
ど　
う　
か　
声　
を　
あ　
げ　

る　
勇　
気　
を　
持　
っ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　」　
と　
呼　
び　
か　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
。　

岩　
国　
で　
は　
、　
九　
月　
定　
例　
市　
議　
会　
に　
お　
い　
て　
保　
守　
系　
議　
員　
に　
よ　
っ　
て　
提　
出　
さ　
れ　
た　
井　
原　
岩　
国　
市　
長　
が　

全　
国　
各　
地　
を　
周　
っ　
て　
積　
極　
的　
に　
行　
っ　
て　
い　
る　
新　
市　
庁　
舎　
建　
設　
費　
の　
募　
金　
活　
動　
を　
自　
粛　
す　
る　
よ　
う　
に　
求　
め　

る　
決　
議　
が　
採　
択　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
う　
。　
こ　
の　
決　
議　
は　
何　
の　
法　
的　
拘　
束　
力　
も　
持　
た　
な　
い　
。　
そ　
し　
て　
、　
一　
〇　
月　
一　

四　
日　
に　
井　
原　
市　
長　
が　
上　
京　
し　
、　
防　
衛　
庁　
と　
協　
議　
し　
「　
も　
し　
市　
庁　
舎　
の　
補　
助　
金　
を　
出　
し　
て　
も　
ら　
え　
る　
な　
ら　
、　

反　
対　
の　
旗　
を　
お　
ろ　
す　
」　
と　
発　
表　
し　
た　
。　
こ　
れ　
は　
決　
し　
て　
「　
容　
認　
」　
発　
言　
で　
は　
な　
い　
。　
新　
市　
庁　
舎　
の　
建　
設　

費　
三　
五　
億　
に　
合　
併　
特　
例　
債　
を　
あ　
て　
る　
と　
い　
う　
井　
原　
市　
長　
の　
提　
案　
が　
二　
度　
に　
渡　
り　
否　
決　
さ　
れ　
、　
六　
月　
の　
臨　

時　
議　
会　
で　
国　
の　
補　
助　
金　
と　
す　
る　
案　
が　
可　
決　
さ　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
国　
か　
ら　
執　
行　
さ　
れ　
る　
保　
障　
は　
な　
い　
。　
一　
方　

合　
併　
特　
例　
債　
の　
期　
限　
が　
一　
一　
月　
中　
に　
切　
れ　
て　
し　
ま　
う　
こ　
と　
か　
ら　
、　
再　
度　
建　
設　
費　
の　
補　
助　
金　
に　
つ　
い　
て　
国　

と　
話　
し　
合　
い　
を　
行　
っ　
た　
と　
い　
う　
経　
緯　
の　
中　
で　
出　
た　
発　
言　
で　
あ　
り　
、　
国　
と　
の　
協　
議　
の　
結　

果　
が　
「　
容　
認　
と　
は　
限　
ら　
な　
い　
」　
と　
コ　
メ　
ン　
ト　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
事　
態　
の　
中　

で　
今　
後　
も　
自　
治　
体　
と　
市　
民　
と　
が　
一　
緒　
に　
な　
っ　
て　
反　
対　
の　
声　
を　
あ　
げ　
続　
け　
て　
い　
く　
こ　
と　

が　
求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

（
大
月
純
子
／
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

定 広島・呉・岩国

札　
幌　

点
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米
軍
基
地
の
な
い
愛
知
か
ら
各
地
と
結
び
米
軍
再
編
反
対
を
！

名
古
屋
の
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
八
月
の
「
あ
い
ち
　
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」
に
米
軍
再
編
問
題
を
取
り
扱
い
、
米
軍
再
編
促
進
法
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
展
示
を
行
い
、
岩
国
の
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
岩
国
市
長

の
井
原
勝
介
さ
ん
が
「
市
民
の
さ
さ
や
か
な
願
い
」
と
題
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
岩
国
市
は
国
、
県
の
露
骨
な
い
や
が
ら
せ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
圧

力
に
屈
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
名
古
屋
の
有
事
法
制
反
対
ピ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
九
月
一

日
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
米
軍
再
編
・
岩
国
の
選
択
」、「
消
え
る
鎮
守
の
森
」
の

上
映
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想
で
は
、
岩
国
に
つ
い
て
は
じ
め
て
知
り
ま

し
た
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
基
地
の
な
い
愛
知
県
か
ら
み
る
と
、
米
軍
再

編
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
関
心
外
、
か
な
？

テ
ロ
特
措
法
の
論
議
が
国
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
で
も
、
誤
解
を
お
そ
れ
ず
に
言
え
ば
、

テ
ロ
特
措
法
よ
り
も
米
軍
再
編
の
ほ
う
が
、
日
本
の
行
く
末
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
も

い
え
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
「
テ
ロ
と
の
戦
争
」
を
続
け
る
た
め
の
再
編
、
そ
こ
に
自

衛
隊
を
組
み
込
む
た
め
の
再
編
な
の
で
す
か
ら
。

米
軍
再
編
促
進
法
が
で
き
、
防
衛
省
は
八
月
二
九
日
に
交
付
金
の
配
分
基
準
を
決
め
ま

し
た
。
米
軍
再
編
の
た
め
の
ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
は
、
民
主
党
の
参
議
員
選
挙
の
大
勝
と

い
う
状
況
で
も
依
然
と
続
い
て
い
ま
す
。

愛
知
の
小
牧
の
自
衛
隊
機
地
の
機
能
強
化
、
そ
の
た
め
の
空
中
給
油
機
の
４
機
配
備
。

し
か
し
、
今
年
２
月
の
配
備
予
定
だ
っ
た
も
の
が
大
幅
に
お
く
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
、

機
体
は
ま
だ
未
完
成
。
必
要
な
実
験
も
未
終
了
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
空
中
給
油
機
が

来
な
い
の
は
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
す
が
、
欠
陥
飛
行
機
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

米
軍
再
編
と
と
も
に
す
す
む
自
衛
隊
の
基
地
機
能
の
強
化
。
私
た
ち
は
沖
縄
、
岩
国
、

神
奈
川
な
ど
の
こ
と
を
伝
え
、
な
ん
と
か
全
国
と
つ

な
が
る
運
動
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
八
木
巌
／
愛
知
　
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

観

名　
古　
屋　

米　
軍　
射　
撃　
場　
、　
空　
自　
訓　
練　
、　
歴　
史　
改　
竄　

一　
〇　
月　
と　
は　
言　
え　
次　
々　
や　
っ　
て　
来　
る　
台　
風　
と　
夏　
の　
続　
き　
の　
よ　
う　
な　
陽　
射　

し　
に　
、　
か　
ろ　
う　
じ　
て　
虫　
の　
音　
と　
中　
天　
に　
輝　
く　
月　
が　
秋　
の　
訪　
れ　
を　
感　
じ　
さ　
せ　

る　
。　

一　
昨　
年　
、　
金　
武　
町　
、　
Ｃ　
・　
ハ　
ン　
セ　
ン　
内　
に　
都　
市　
型　
戦　
闘　
訓　
練　
施　
設　
を　
造　
っ　
た　
ば　
か　
り　
の　
米　

軍　
が　
今　
度　
は　
グ　
リ　
ー　
ン　
ベ　
レ　
ー　
専　
用　
の　
ラ　
イ　
フ　
ル　
射　
撃　
場　
を　
計　
画　
し　
て　
い　
る　
。　
射　
程　
距　
離　
も　

長　
く　
伊　
芸　
区　
民　
へ　
の　
危　
険　
は　
増　
す　
ば　
か　
り　
だ　
が　
通　
知　
を　
受　
け　
た　
防　
衛　
省　
は　
「　
住　
民　
の　
安　
全　
や　

生　
活　
環　
境　
に　
配　
慮　
し　
て　
欲　
し　
い　
」　
と　
要　
望　
（　
容　
認　
？　
）　
す　
る　
に　
止　
ま　
っ　
て　
い　
る　
。　

一　
〇　
月　
一　
一　
日　
に　
は　
空　
自　
第　
五　
高　
射　
群　
の　
全　
部　
隊　
に　
よ　
る　
地　
対　
空　
ミ　
サ　
イ　
ル　
移　
動　
訓　
練　
が　

沖　
縄　
自　
動　
車　
道　
や　
公　
道　
で　
展　
開　
さ　
れ　
、　
発　
射　
機　
・　
ア　
ン　
テ　
ナ　
車　
・　
レ　
ー　
ダ　
ー　
車　
な　
ど　
一　
二　
〜　

一　
五　
台　
の　
車　
列　
を　
サ　
ー　
ビ　
ス　
エ　
リ　
ア　
で　
目　
撃　
し　
た　
住　
民　
か　
ら　
不　
安　
の　
声　
が　
上　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　

仲　
井　
真　
知　
事　
が　
石　
破　
防　
衛　
相　
を　
訪　
れ　
ア　
セ　
ス　
方　
法　
書　
に　
対　
し　
て　
滑　
走　
路　
の　
沖　
合　
移　
動　
要　
求　

も　
盛　
り　
込　
ん　
で　
意　
見　
を　
言　
う　
と　
伝　
え　
た　
。　
本　
年　
度　
北　
部　
振　
興　
事　
業　
費　
の　
「　
凍　
結　
」　
事　
態　
を　
打　

開　
し　
よ　
う　
と　
の　
思　
惑　
か　
？　
　　
沖　
縄　
防　
衛　
局　
は　
住　
民　
か　
ら　
の　
意　
見　
三　
七　
七　
件　
の　
概　
要　
を　
県　
に　
送　

付　
、　
知　
事　
は　
名　
護　
市　
と　
宜　
野　
座　
村　
の　
意　
見　
を　
踏　
ま　
え　
て　
提　
出　
す　
る　
仕　
組　
み　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

教　
科　
書　
へ　
の　
検　
定　
意　
見　
撤　
回　
要　
求　
に　
文　
科　
省　
の　
頑　
な　
な　
姿　
勢　
が　
続　
く　
中　
、　
九　
月　
二　
九　
日　
の　

県　
民　
大　
会　
は　
宮　
古　
、　
石　
垣　
を　
含　
め　
一　
一　
万　
六　
千　
名　
も　
の　
参　
加　
と　
な　
っ　
た　
。　
地　
元　
、　
南　
風　
原　
で　

も　
バ　
ス　
九　
台　
を　
用　
意　
、　
真　
新　
し　
い　
幟　
の　
下　
、　
町　
長　
が　
力　
を　
込　
め　
て　
挨　
拶　
、　
少　
年　
野　
球　
チ　
ー　
ム　

の　
旗　
も　
見　
ら　
れ　
、　
知　
り　
合　
い　
の　
女　
性　
は　
息　
子　
と　
一　
緒　
の　
参　
加　
を　
誇　
ら　
し　
く　
語　
っ　
て　
い　
た　
。　
県　

民　
多　
数　
の　
声　
に　
「　
気　
持　
ち　
を　
重　
く　
受　
け　
止　
め　
る　
」　
と　
言　
い　
な　
が　
ら　
反　
省　
し　
な　
い　
文　
科　
省　
に　
子　

ど　
も　
会　
育　
成　
協　
の　
玉　
寄　
さ　
ん　
は　
「　
二　
度　
と　
同　
じ　
こ　
と　
が　
起　
き　
な　
い　
た　
め　
に　
撤　
回　
を　
求　
め　
る　
。　

記　
述　
は　
必　
ず　
元　
通　
り　
に　
し　
て　
欲　
し　
い　
。　
妥　
協　
す　
る　
わ　
け　
に　
は　
行　
か　
な　
い　
」　
と　
決　
意　
も　
新　
た　
。　

座　
間　
味　
、　
渡　
嘉　
敷　
島　
を　
始　
め　
「　
強　
制　
的　
集　
団　
死　
」　
の　
あ　
っ　
た　
地　
域　
の　
首　
長　
た　
ち　
も　
「　
審　
議　
会　

に　
沖　
縄　
戦　
専　
門　
家　
も　
お　
ら　
ず　
、　
現　
地　
調　
査　
も　
行　
っ　
て　
い　
な　
い　
。　
国　
の　
ミ　
ス　
だ　
」　
と　
厳　
し　
い　
批　

判　
。　
代　
表　
団　
一　
七　
〇　
名　
は　
一　
五　
、　
一　
六　
日　
と　
上　
京　
し　
、　
議　
員　
、　
政　
党　
、　
教　
科　
書　
会　
社　
へ　
要　
請　

行　
動　
を　
繰　
り　
広　
げ　
、　
記　
者　
会　
見　
で　
も　
撤　
回　
ま　
で　
粘　
り　
強　

く　
闘　
い　
続　
け　
る　
こ　
と　
を　
明　
ら　
か　
に　
し　
た　
。　

（　
野　
口　
裕　
子　
／　
沖　
縄　
・　
一　
坪　
反　
戦　
地　
主　
会　
関　
東　
ブ　
ロ　
ッ　
ク　
）　

測
沖　
縄　




